
公表：令和　6　年　3　月　7　日

事業所名　おひさまっこ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保護者等数（児童数）　23人　　回収数　17枚　　　　　　割合74％

チェック項目 はい
どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見

ご意見を踏まえた
対応

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保さ
れているか

88% 12%

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 100%

3

生活空間は、本人にわかりやすく構造化さ
れた環境*１になっているか。また、障がいの
特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフ
リー化や情報伝達等への配慮が適切になさ
れているか

100%

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境
になっているか。また、子ども達の活動に合
わせた空間となっているか

100%

5
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、児童発達支援計画*2が作
成されているか

100%

6

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイ
ドラインの「児童発達支援の提供すべき支
援」の「発達支援（本人支援及び移行支
援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援
内容から子どもの支援に必要な項目が適切
に選択され、その上で、具体的な支援内容
が設定されているか

88% 12%

7
児童発達支援計画に沿った支援が行われて
いるか

100%

8
活動プログラム*3が固定化しないよう工夫さ
れているか

100%

9
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流
や、障がいのない子どもと活動する機会が
あるか

65% 35%

10
運営規定、利用者負担等について丁寧な説
明がなされたか

88% 12%

11

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援
の提供すべき支援」のねらい及び支援内容
と、これに基づき作成された「児童発達支援
計画」を示しながら支援内容の説明がなされ
たか

100%

12
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレ
ント・トレーニング*4等）が行われているか

100%

13
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの健康や発達の状況、課題につ
いて共通理解ができているか

100%

14
定期的に、保護者に対して面談や、育児に
関する助言等の支援が行われているか

100%
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保護者等からの児童発達支援事業所評価の集計結果（公表）

・子どもたちの体力を考え

ると、もっと広い空間があ

ることが理想ですが、現状

の中で工夫しながら様々な

体験ができ、楽しく過ごせ

るように頑張ります。

・子ども達が走ったり縄跳

びしたり鉄棒したりするス

ペースがあり、のびのびし

ている姿が見られるから

いいです。

・面談をして家での様子

や困っていること、長期短

期の目標を先生達と話し

合って一緒に考えられま

す。

・何回かに分けて障害の

特性を学び、子どもに当

てはめて考え、学んだこと

を家で実践しています。

・平日どうしても参加でき

ないこともあるので、翌月、

翌々月の予定がわかると

参加しやすいです。

・字の勉強をするのに、子

どもが興味を持つように

遊び感覚で教えてくれる

ので、子どもも楽しんでい

ます。

・欠席したときや、悩み事

を相談したときも気にかけ

て話しかけてもらえます。

・とても緻密にされている

と思います。

・月1回のおひさまっこ

・4月の年度当初の保護者

会で説明をさせていただき

ます。

・幼稚園等に併行通園され

ているお子様が多く、特に

交流日は設けておりません

が、兄弟児参加の行事や

あつまりまでの好きな遊び

の時間に兄弟児と過ごすこ

とも多いです。

・わかりやすく説明できるよ

うに気をつけます。

・年間計画で実施する月

は決めておりますので、で

きるだけ早くお知らせでき

るようにいたします。

・月 回のおひさまっこ



公表：令和　6　年　3　月　7　日

事業所名　おひさまっこ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保護者等数（児童数）　23人　　回収数　17枚　　　　　　割合74％

チェック項目 はい
どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見

ご意見を踏まえた
対応

保護者等からの児童発達支援事業所評価の集計結果（公表）

・子どもたちの体力を考え・子ども達が走ったり縄跳

15
父母の会の活動の支援や、保護者会等の
開催等により保護者同士の連携が支援され
ているか

88% 12%

16

子どもや保護者からの相談や申入れについ
て、対応の体制が整備されているとともに、
子どもや保護者に周知・説明され、相談や申
入れをした際に迅速かつ適切に対応されて
いるか

100%

17
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達
のための配慮がなされているか

100%

18

定期的に会報やホームページ等で、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報や業務
に関する自己評価の結果を子どもや保護者
に対して発信されているか

100%

19
個人情報の取り扱いに十分注意されている
か

100%

20

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルを策定し、保護者に周
知・説明されているか。また、発生を想定し
た訓練が実施されているか。

59.20% 5.80% 35%

21
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出、その他必要な訓練が行われているか

82.20% 5.80% 12%

22 子どもは通所を楽しみにしているか 100%

23 事業所の支援に満足しているか 100%

*1 この部屋で何をするのかを示せるように、机や本棚の配置など、子ども本人にわかりやすくすること。

*3 事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のこと。子どもの障がい特性や課題、平日／休
日／長期休暇の別等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されている。

*4 保護者が子どもの行動を観察して障がいの特性を理解したり、障がいの特性を踏まえた褒め方等を学ぶこと。子どもが
適切な行動を獲得することを目標としている。
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*2 児童発達支援を利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に関する
アセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、支
援を提供する上での留意事項などを記載する計画のこと。児童発達支援センター又は児童発達支援事業所の児童発達支
援管理責任者が作成する。

・子どもが寝るのが怖いと

相談すればすぐお勧めの

本を貸してくれるなどすぐ

に対応してもらえました。

・月1回のおひさまっこ

cafeで保護者の方と話し

合いができて、他の家で

されている工夫などが参

考になります。

・写真を載せるときは、顔

がわからないようにしてく

れたり、載せてもいいか

確認をしてくれるので安

心しています。

・火事・地震が起こったと

きはどうしたらよいかがわ

かっていたので、訓練の

おかげです。

・毎日の活動内容が楽し

かったり、お友達との遊

びが楽しいみたいです。

・毎週楽しみにしています。

・困ったこととか相談に

のってくれたり、一緒に考

えてくれたり、アドバイスし

てくれたり頼りにしていま

す。とても満足しています。

・成長著しく、もし通所して

いなかったら、今の状態

にならなかったと思います。

・緊急時のマニュアルや

訓練は保護者にはあまり

説明はされていないと思

います。

・月1回のおひさまっこcafe

やペアレント・トレーニング、

参観日、遠足等で連携でき

るように考えておりますので、

今後ともご参加いただけま

すようによろしくお願い申し

上げます。

・来年度は口頭の説明だ

けでなく文書でお知らせで

きるように考えます。

・火事・地震が起こったと

きはどうしたらよいかがわ

かっていたので、訓練の

おかげです。

・緊急時のマニュアルや

訓練は保護者にはあまり

説明はされていないと思

います。

・様々な災害を想定して、

年2回訓練を行っています。

訓練後には、様子を掲示

しておりますので、皆様に

ご覧いただけるように声を

かけていきます。


